
 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録３．システム構築の具体例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



付録 3-1 

 

付図3-1 パソコン1台の場合の具体例（Peer to Peer接続） 



付録 3-2 

 

付図3-2 パソコン複数台の場合の具体例（ルータ接続） 

 



付録 3-3 

ケース３：入力専用パソコンを設置する場合の具体例（Peer to Peer 接続）

NACCSセンターサーバと通信するパソコンとは別に、データ入力専用のパソコンを
設置し、それらのパソコン間をネットワーク共有サービスで接続するシステム構築例

民
間
利
用
者
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利用者アクセス回線

NACCS 
センターサーバ

NACCS業務用 PC1
（インタラクティブ処理方式）

NACCS
接続ルータ

☆

ネットワーク
プリンター１

ネットワーク
プリンター２

・入力専用パソコン(PC2､PC3)で
　作成した処理要求電文等を、
　NACCSセンターサーバと通信
  するパソコン(PC1)の送信用外部
  ファイルにデータ格納し、NACCS
  センターサーバへPC1から送信

③ ネットワーク共有サービスを
　　設定

・パソコン用パッケージソフトの
  機能により、出力情報コード毎に
  出力先プリンター、印刷の自動／
  手動の切替設定等が可能

① 出力情報コード毎に出力先  
　　プリンターの指定等が可能

NACCS業務用 PC2
（インタラクティブ処理方式）

NACCS業務用 PC3
（インタラクティブ処理方式）

入力専用
パソコン

入力専用
パソコン

☆ NACCSセンターから付与する
プライベートIPアドレス

NACCSセンターサーバとの通信

ネットワーク共有サービスによる
データの流れ　

 ＜参考＞
　このケースではNACCSセンターサーバと通信している
パソコンが１台なので、接続形態は Peer to Peer接続と
なる。

ﾊﾌﾞ

・NACCS業務用PCはNACCSセンター
 が付与するプライベートIPアドレスの
 利用が必須

・NACCS業務用PCと同一LAN内の
  社内PC等はNACCSセンターの付与
  ルールに従ったプライベートIPアドレ  
  スの利用が必須

② プライベートIPアドレスの
　　利用が必須

 

付図3-3 入力専用パソコンを設置する場合の具体例（Peer to Peer接続） 



付録 3-4 

NACCS業務用 PC1
（インタラクティブ処理方式） NACCS

接続ルータ
民
間
利
用
者
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利用者アクセス回線

NACCS 
センターサーバ

☆

ネットワーク
プリンター１

☆

・PC1は直接入力用

・PC2は社内業務サーバのファイル
 （NACCS EDI電文形式)の送受信用

① PC1は直接入力用、PC2は
　　社内業務サーバの送受信用

・社内業務サーバで生成された
  複数のNACCS EDI電文形式の
  ファイルをNACCSセンターサーバ
  へ一括送信または順次送信
  （確認しながら連続送信）　

・NACCSセンターサーバから返信
  されてくる処理結果を社内業務
　サーバにNACCS EDI電文形式の
　ファイルで自動保存

② 連続送信、自動受信・保存

社内業務サーバ

NACCS業務用 PC2
（インタラクティブ処理方式）

☆ NACCSセンターから付与する
プライベートIPアドレス

NACCSセンターサーバとの通信

ネットワーク共有サービスによる
データの流れ　

ケース４：社内業務サーバを利用したルータ接続の具体例 (ルータ接続)

ネットワーク共有サービスを実装可能な社内業務サーバとNACCSセンターが提供する
パソコン用パッケージソフトを接続するシステム構築例

ﾊﾌﾞ

・ネットワーク共有サービスにより
  接続

　例】Windowsのネットワーク共有
       サービスによりフォルダ共有

③ ネットワーク共有

直接入力用
パソコン

社内業務サーバーデータ
送受信用パソコン

・NACCS EDI電文形式のファイル
　を生成（NACCSセンターサーバ
　への送信用）

・NACCS EDI電文形式のファイル
　を読込（NACCSセンターサーバ
　からの受信用）

④ NACCS EDI電文形式のファ
　　イルの生成・読込

 

付図3-4 社内接続サーバを利用したルータ接続の具体例（ルータ接続） 

 

 

 

 



付録 3-5 

利用者アクセス回線

NACCS 
センターサーバ

民
間
利
用
者
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☆

ハブ

社内ルータ
（ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲに設定）

NACCS
接続ルータ

・社内ルータのルーティング情報
  は、NACCSセンターサーバ向け
　のパケットと社内ネットワーク向け
　のパケットをルーティングできるよ
　うスタティックに設定

② 社内ルータのルーティング
    情報はスタティックに設定

・NACCS接続ルータは他のルータ
  とルーティング情報を交換しない
  ので、NACCS利用LAN（センター
  サーバと通信を行うパソコンが
  存在するセグメント）内のパソコン
  のデフォルトゲートウェイは社内
  ルータに設定

① デフォルトゲートウェイは社内
　　ルータに設定

☆

ケース５：NACCS業務用パソコンから社内ネットワークを利用する場合の具体例
　　　　　
NACCSを利用するセグメント（NACCSセンターサーバと通信を行うパソコンが存在する
セグメント）内のパソコンから社内ネットワークを利用するシステム構築例

社内ネットワーク

NACCS業務
/社内業務
利用パソコン

NACCS
利用 LAN

NACCS業務
/社内業務
利用パソコン

社内業務用
パソコン

NACCS接続ルータは
ルーティング情報の
交換はしない

 

付図3-5 NACCS業務用パソコンから社内ネットワークを利用する場合の具体例 

 

 



付録 3-6 

☆

ハブ

・1台のパソコン、１本の通信回線、
  1台のルータでNACCSセンター
　サーバの航空業務及び海上業務
　への接続が可能

④ パソコン、通信回線等の集約
　　が可能

☆

ケース６：海空共用パソコンの具体例（ルータ接続の場合）
　　　　　
海上業務と航空業務を同じ営業所等で両方利用する使用者が、同じ社内LAN上の１台のパソコン
にNACCSセンターから提供するNACCS用のパソコン用パッケージソフトをインストールして利用す
るシステム構築例

NACCS利用 LAN

航空／海上
共用パソコン

海上業務
利用パソコン

TCP/I
P

民
間
利
用
者
用
ネ
ッ
ト
ワ
｜
ク

NACCSパソコン用パッケージソフト
（インタラクティブ処理方式）

・NACCSセンターが提供するNACCS
  用のパソコン用パッケージソフト
  （インタラクティブ処理方式）を
  1台のパソコ ンにインストールする
  ことにより、航空業務及び海上業務
  の両方を利用することが可能。

② 海空共用パソコン

NACCS
センターサーバ

☆

・同じ社内LAN上にあるパソコン
  から航空業務及び海上業務への
　接続が可能

・NACCSセンターと通信するため　
  のIPアドレスはセンターが付与
  する「共用ユーザー用IPアドレス」
  の利用が必須

③ IPアドレスは共用ユーザー用
　　の利用が必須

① 同一社内LANから両システム
　　への接続が可能

NACCS
接続ルータ

航空業務
利用パソコン

 

付図3-6 海空共用パソコンの具体例（ルータ接続の場合） 

 



付録 3-7 

☆ NACCSセンターから付与する
プライベートIPアドレス

民
間
利
用
者
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利用者アク
セス回線

NACCS 
センターサーバ

☆

ケース７： ゲートウェイ接続(SMTP双方向)の具体例 

利用者側SMTPサーバの配下において、NACCSセンターから提供するパソコン用パッケージ
ソフト（メール処理方式）を利用する場合のシステム構築例

ﾊﾌﾞ
NACCS

接続ルータ

ＳＭＴＰ

ＳＭＴＰ

インタラクティブ処理メール処理

SMTP双方向
サーバ

NACCS業務用 PC１
（メール処理方式）

NACCS業務用 PC3
（メール処理方式）

NACCS業務用 PC2
（メール処理方式）

ＳＭＴＰ ゲートウェイ
コンピュータ

PC３ 受信用メ
ールボックス

PC２ 受信用メ
ールボックス

PC１ 受信用メ
ールボックス

ＰＯＰ３

ＰＯＰ３

ＳＭＴＰ

ＰＯＰ３

ＳＭＴＰ

・ゲートウェイコンピュータ配下の
  社内LANのプロトコルがTCP/IP　
　（SMTP/POP3）の場合にはNACCS
  センターが提供するパソコン用パッ
  ケージソフト（メール処理方式）を使
  用して差し支えないが、NACCSセ
  ンターは正常動作は保証しない。

・NACCSセンターが提供するパソコ
  ン用パッケージソフト（インタラクテ
  ィブ処理方式）は、「会話型独自プ
  ロトコル」を使用しているため、ゲー
  トウェイコンピュータ配下では使用
  できない。

① パソコン用パッケージソフト
　　（メール処理方式）の利用が
　　可能

・パソコン用パッケージソフト（メール処
　理方式）をインストールしたゲート
　ウェイコンピュータ配下のパソコン
　は、ゲートウェイコンピュータと送受
　信を行う。

② 利用者側のパソコンとゲート　
　　ウェイコンピュータ間はメール
　　処理 

・インタラクティブ処理方式
  （SMTP双方向）は利用者側ゲート
  ウェイコンピュータでインタラクティ 
  ブ処理方式のインタフェースを
  守らなければならない。
 （「4.2.2 利用者で守るべきインタラ
  クティブ処理方式のインタフェー
　ス」参照）
  

③ 利用者側ゲートウェイコンピ
    ュータでインタラクティブ処理
    を行う

 

付図3-7 ゲートウェイ接続（SMTP双方向）の具体例 



付録 3-8 

☆ NACCSセンターから付与する
プライベートIPアドレス

民
間
利
用
者
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利用者アク
セス回線

NACCS 
センターサーバ

☆

ケース８： ゲートウェイ接続(SMTP/POP3)の具体例 

利用者側SMTPサーバの配下において、NACCSセンターから提供するパソコン用パッケージ
ソフト（メール処理方式）を利用する場合のシステム構築例

ﾊﾌﾞ
NACCS

接続ルータ

ＳＭＴＰ

POP3

メール処理メール処理

メールサーバ

NACCS業務用 PC１
（メール処理方式）

NACCS業務用 PC3
（メール処理方式）

NACCS業務用 PC2
（メール処理方式）

ＳＭＴＰ ゲートウェイ
コンピュータ

PC３ 受信用メ
ールボックス

PC２ 受信用メ
ールボックス

PC１ 受信用メ
ールボックス

ＰＯＰ３

ＰＯＰ３

ＳＭＴＰ

ＰＯＰ３

ＳＭＴＰ

・ゲートウェイコンピュータ配下の
  社内LANのプロトコルがTCP/IP
  （SMTP/POP3）の場合にはNACCS
  センターが提供するパソコン用パッ
  ケージソフト（メール処理方式）を
  使用して差し支えないが、NACCS
  センターは正常動作は保証しな
  い。

・NACCSセンターが提供するパソコ
  ン用パッケージソフト（インタラクテ
  ィブ処理方式）は、「会話型独自プ
  ロトコル」を使用しているため、ゲー
  トウェイコンピュータ配下では使用
  できない。

① パソコン用パッケージソフト
　　（メール処理方式）の利用が
　　可能

・パソコン用パッケージソフト（メール処
　理方式）をインストールしたゲート
　ウェイコンピュータ配下のパソコン
　は、ゲートウェイコンピュータと送受
　信を行う。

② 利用者側のパソコンとゲート　
　　ウェイコンピュータ間はメール
　　処理 

・メール処理方式（SMTP/POP3）は
  利用者側ゲートウェイコンピュータ
  でメール処理方式(SMTP/POP3)
  のインタフェースを守らなければ
  ならない。
 （「4.3 メール処理方式」参照）

  

③ 利用者側ゲートウェイコン
　　ピュータでインタラクティブ処
　　理を行う

 

付図3-8 ゲートウェイ接続（SMTP/POP3）の具体例 



付録 3-9 

補足：社外ネットワーク（インターネット等）との接続における注意事項

　NACCSにおいて、社外ネットワーク（インターネット等）と接続する際、利用者システムに
おいてファイアウォール等を設置し、社外ネットワーク側からNACCS利用LAN内のパソコン
にアクセスできない仕組みを施す必要がある｡
　なお、詳細については、「第７章　セキュリティ対策」を参照。

NACCS
利用 LAN

NACCS
センターサーバ

社外ネットワーク
（インターネット等）

・NACCS利用LANを外部から隠すよ
　うな仕組みを施すことにより、外部
　からNACCS利用LAN内のパソコン
　にアクセスできない構成とすること。

ファイアウォール等の設置

NACCS
接続ルータ

民間利用者用
ネットワーク

NACCS業務用
パソコン

ファイア
ウォール等

社内ルータ

社内
ネットワーク

ファイア
ウォール等

ﾊﾌﾞ

NACCS業務
／社内業務
利用パソコン

社内業務用
パソコン

 

付図3-9 社外ネットワーク（インターネット等）との接続における注意事項 

  



付録 3-10 

参考 国内外の航空会社からPNR01/PLR01/NLR01/ADM01/HDM01業務を実施する場合のシステム

概略図 

 

以下にPNR01/PLR01/NLR01/ADM01/HDM01業務（以下、PNR等という。）の実施時におけるシス

テム概略図を示す。 

PNR等の実施においては、以下に示すとおり、国内の航空会社からパッケージソフトを使用し

て実施する方法、国内の航空会社からお客様サーバを用いて実施する方法、及び海外の航空会

社から航空通信回線を介して行う方法の３つがある。 

海外 国内

税関NACCS

航空会社

航空会社

パッケージソフト

NACCS-EDI
電文形式

航空会社

お客様サーバ

航空通信回線提供形式

航空会社

国内に設置
が必須

EDIFACT電文形式
または、NACCS-EDI電文形式

インターネット
または、専用線

専用線

航空通信回線

お客様サーバ

国内での
利用に限る

 

付図3-10 PNR等実施時のシステム概略図 

 


